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このドキュメントでは、Oracle Data Integratorに関連する既知の問題について説明します。内容は次のとおりです。

	
第1項「問題と対処方法」


	
第2項「ドキュメントのアクセシビリティについて」






1 問題と対処方法

この項では、次の問題および回避策について説明します。

	
第1.1項「間違ったバージョン番号が表示される」


	
第1.2項「「テスト接続」ダイアログにローカル・エージェントが表示される」


	
第1.3項「「リソース・センター」メニューでエラー403が発生する」


	
第1.4項「ODI SAP BW/ERPアダプタの使用方法」


	
第1.5項「emsdk例外によりODIコンソールの起動に失敗することがある」


	
第1.6項「ODIコンソールの停止時に例外が表示されることがある」






1.1 間違ったバージョン番号が表示される

odi-sdk-wsで、正しいバージョン番号の11.1.1.9.0ではなく、バージョン番号11.1.1.6.0.1が間違って表示されることがあります。

「一般情報」ウィンドウに、正しいバージョン番号の11.1.1.9.0ではなく、バージョン番号10.3.6が間違って表示されることがあります。






1.2 「テスト接続」ダイアログにローカル・エージェントが表示される

エンタープライズ・スケジューラの接続のテスト時に、「テスト接続」ウィンドウのテスト・エージェントの選択リストに「ローカル・エージェント」が間違って含まれています。「ローカル・エージェント」はESS-ODI非同期通信チャネルには使用できません。これは将来のリリースで修正される予定です。






1.3 「リソース・センター」メニューでエラー403が発生する

「リソース・センター」→OTNのODIリソースを選択すると、エラー403が発生することがあります。

ODIリソースにアクセスするには、次のURLをブラウザの新規ウィンドウで直接使用してください。


http://www.oracle.com/technetwork/middleware/data-integrator/overview/index.html






1.4 ODI SAP BW/ERPアダプタの使用方法

11.1.1.9.0より前のバージョンのODIを使用してリポジトリを作成した場合、次の手順を使用してリポジトリ・シード・データを更新する必要があります。




	
注意:

この手順は、このバージョンのODIに付属しているODI SAP BW/ERPアダプタv37に更新する場合にのみ必要です。
既存のアダプタを使用する場合は、この手順を実行しないでください。









	
ODIを起動してリポジトリに接続します


	
ODIセキュリティ・モジュールを開きます。


	
「データサーバー」を右クリックし、「インポート」を選択します。


	
「挿入」インポート・モードを選択し、次のXMLファイルを選択します。

<ODI Studio Home>/oracledi.sdk/lib/scripts/xml/OBJ_DataServer.xml


	
「OK」をクリックします。


	
「データサーバー」を右クリックし、「インポート」を選択します。


	
「更新」インポート・モードを選択し、次のXMLファイルを選択します

<ODI Studio Home>/oracledi.sdk/lib/scripts/xml/OBJ_DataServer.xml


	
「OK」をクリックします。






1.4.1 その他のコンポーネントの更新

アダプタを更新した後、KMおよびODI SAPコンポーネントを更新する必要があります。




	
注意:

アップグレードする前に、必ず既存のKMをバックアップしてください。







	
(xml-referneceディレクトリにある) KMエクスポート・ファイルからKMをインポート/更新する手順を実行します。


	
以前のバージョンのODI SAPコンポーネントをアンインストールします。詳細は、ODIアプリケーション・アダプタ・ガイドのODI SAPコンポーネントのアンインストールに関する項を参照してください。


	
更新されたコンポーネントをインストールします。詳細は、ODIアプリケーション・アダプタ・ガイドのODI SAPコンポーネントのインストールに関する項を参照してください。











1.5 emsdk例外によりODIコンソールの起動に失敗することがある

WASサーバーでEMを使用すると、ODIコンソールを起動できないことがあります。この問題を解決するには、次の手順を使用して、wasadmin.shスクリプトを変更し、javaオプションをPREF_JM_OPTIONSの後ろに配置する必要があります。

	
WASをインストールします。


	
構成ウィザードを使用して、セルおよびノードを手動で作成します。


	
wasdmin.shファイルを編集します


edit $WAS_HOME/wasxxxx/bin/wsadmin.sh
 


	
wasadmin.shファイルの最後で、$javaOptionを$PREF_JVM_OPTIONSの後に移動します。


	
wasadmin.shファイルを保存し、構成ウィザードを再実行し、ODIコンソールとエージェントをデプロイして、すべてのサーバーを起動します。









1.6 ODIコンソールの停止時に例外が表示されることがある

EMからODI管理対象サーバーを停止すると、次の例外が表示されることがあります。


MDS-00512: failure to create document 


停止は正常に実行されているので、このエラーは無視して構いません。








2 ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。







Oracle® Fusion Middleware Oracle Data Integratorリリース・ノート, 11g (11.1.1)

E64854-01

Copyright © 2010, 2015, Oracle and/or its affiliates.All rights reserved.

このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、オラクル社までご連絡ください。

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントをライセンスされた者に提供する場合は、次の通知が適用されます。

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations. As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs. No other rights are granted to the U.S. Government.

このソフトウェアまたはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアまたはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション(人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む)への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアもしくはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性(redundancy)、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、オラクル社およびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

OracleおよびJavaはOracle Corporationおよびその関連企業の登録商標です。その他の名称は、それぞれの所有者の商標または登録商標です。

Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXは、The Open Groupの登録商標です。

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。お客様との間に適切な契約が定められている場合を除いて、オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。お客様との間に適切な契約が定められている場合を除いて、オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。








オラクル社の法律上の注意点について

コピーライトについて

Copyright © 1994-2015, Oracle and/or its affiliates.All rights reserved.

商標と登録商標について

OracleおよびJavaはOracle Corporationおよびその関連企業の登録商標です。その他の名称は、それぞれの所有者の商標または登録商標です。

Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXは、The Open Groupの登録商標です。

ライセンス制約の保証と結果的に生じる損害の免責

このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。

保証免責

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、オラクル社までご連絡ください。

制限付権利

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントをライセンスされた者に提供する場合は、次の通知が適用されます。

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations.As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs.No other rights are granted to the U.S. Government.

危険な用途への使用について

このソフトウェアもしくはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアもしくはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション（人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む）への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアもしくはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性（redundancy）、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアもしくはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、オラクル社およびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

第三者のコンテンツ、製品、サービスに対する免責事項

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。

ドラフトのアルファ版およびベータ版ドキュメントについて

このドキュメントが試作版の場合:

このドキュメントは試作版であり、デモおよび暫定使用のみを目的としたものです。このソフトウェアを使用するハードウェアに限定するものではありません。オラクル社およびその関連会社は、このドキュメントに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。また、このドキュメントを使用したことによって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。

[image: Oracleロゴ]

OEBPS/dcommon/oracle-logo.jpg
ORACLE

Fusion Middleware
Oracle Data Integrator!
Jy—x-/—FhF, 1llg
(11.1.1)





OEBPS/dcommon/oracle-logo.jpg
ORACLE

Fusion Middleware
Oracle Data Integrator!
Jy—x-/—FhF, 1llg
(11.1.1)





OEBPS/dcommon/oracle.gif





